
２０２５  武蔵義塾  小学生カレンダー  【５月】 
主な催し ☆だんだんと日が長くなってきました、夕方の時間も大切に使っていこう！ 
○ 5月もやります！新入生入塾キャンペーン！ 学童保育型学習クラス「むさしプラス」も絶賛募集中  

○ 入塾キャンペーンは 5/15(木)まで。入塾で Amazonギフトカード 1,000円分プレゼント♪ 

○ いつでも、教育に関するご相談に応じておりますので、お気軽に御連絡下さい。 

日 曜 行事 

１ 木 5月の入塾キャンペーン開始日 

２ 金  

３ 土 憲法記念日 休講日 

４ 日 みどりの日 休講日 

５ 月 子どもの日(振替) 休講日 

６ 火 振替休日(振替) 休講日 

７ 水  

８ 木  

９ 金  

１０ 土 休講日 

１１ 日 休講日 

１２ 月  

１３ 火  

１４ 水  

１５ 木 5月の入塾キャンペーン最終日 

１６ 金  

１７ 土 休講日 

１８ 日 休講日 

１９ 月 シャトル便（月謝袋）配布予定日 

２０ 火  

２１ 水  

２２ 木  

２３ 金  

２４ 土 休講日 

２５ 日 休講日 

２６ 月  

２７ 火  

２８ 水 6月分 月謝引落日 

２９ 木  

３０ 金  

３１ 土 休講日 
 
 

算数好きになるためには…？！ 

小学校高学年になると、難しい問題や抽象度の高い問題に出会い、そこから苦手意識を持ってしまう子が増えて

くるようです。自力解決する力を育てるために大切なのは、算数の問題にしっかりと向き合い、課題を把握し、解決

の方法の見通しが立てられるようになることです。算数の得意な子は、問題を読んだら、これまでに学んだことを応

用したり、図を書いて考えれば解けるだろうと見通しを立てる力を持っているのです。生活の中で具体的に算数が

役に立つことを実感させることで、算数が楽しく感じられ、授業にも意欲的に取り組めるようになるはずです。 また、

既習の学習内容を思い出すため、教科書に戻ることも必要です。教科書はこれまで習った事項を踏まえて、丁寧に

解説してあるので、子どもがどこでつまずいているかを把握するのにも適しています。正しい式が立てられるように

なったら、あとは類題を解いて、知識･技能をしっかり定着させましょう！        048-447-0278  塾長 斉藤 
 



２０２５  武蔵義塾  中学生カレンダー  【５月】 
今月の主な催し ☆ 新しい学年にも少しずつ慣れてきた頃、中間テストに向けての準備を始めよう！ 
○ 中 3生第 2回・中 2生第 1回 北辰会場テスト 6/22（日）実施！申込受付期間は 5/15（木）～6/1（日）。 

○ 5月もやります！新入生入塾キャンペーン！ 学童保育型学習クラス「むさしプラス」も絶賛募集中  

○ 入塾キャンペーンは 5/15(木)まで。入塾で Amazonギフトカード 1,000円分プレゼント♪ 

○ いつでも、教育に関するご相談に応じておりますので、お気軽に御連絡下さい。 

日 曜 行事 

１ 木 5月の入塾キャンペーン開始日 

２ 金  

３ 土 憲法記念日 休講日 

４ 日 みどりの日 休講日 

５ 月 子どもの日(振替) 休講日 中学生 中間テスト対策始動 2週間前 

６ 火 振替休日(振替) 休講日 

７ 水 中間テスト対策始動 2週間前 

８ 木  

９ 金  

１０ 土 休講日 

１１ 日 休講日 

１２ 月 中間テスト 1週間前 

１３ 火  

１４ 水  

１５ 木 5月の入塾キャンペーン最終日 

１６ 金  

１７ 土 定期テスト直前講習 理社 中間テスト対策(10：00am～4:00pm) 

１８ 日 定期テスト直前講習 理社 中間テスト対策(10：00am～4:00pm) 

１９ 月 蕨一中・二中 中間テスト  シャトル便（月謝袋）配布予定日 

２０ 火 蕨一中・二中 中間テスト 

２１ 水  

２２ 木  

２３ 金  

２４ 土 休講日 

２５ 日 休講日 

２６ 月  

２７ 火  

２８ 水 6月分 月謝引落日 

２９ 木  

３０ 金  

３１ 土 休講日 
 

『学校のテストは何のため…？！』 

学校は、なぜテストを行うのでしょうか？ 現在、学校での成績のつけ方が、集団の中で何番目かを測る｢相対評

価｣ではなく、学ぶべき内容から見てどれだけ到達したかを測る「絶対評価」に変わっていることは知られています。 

絶対評価は,クラスや学校の成績の競い合いが、子供に意欲をもたせる手段であって目的ではないのです。テスト

は学力の現状を確かめ、そこからどうやってその子を伸ばし、確かな学力をつけさせるかを考えさせるためのもの

なのです。今、国で大学入試の抜本的改革が行われているのも、自分で勉強する契機として定期テストを活用する

という考え方の方が、学生時代はもとより社会に出てからも学び続ける姿勢を身に付けるためには必要ではない

か！と思われるからなのです。                                     048-447-0278 塾長 斉藤  
 


